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山形市男女共同参画推進条例に基づく専門部会の設置と委員について 

 

１ 専門部会の設置について 

（１）山形市男女共同参画推進条例第２６条第１項に基づいて専門部会を設置する。 

（２）山形市男女共同参画推進条例第２１条第２号に規定する事項については、原則とし

て専門部会において審議する。ただし、専門部会の決定をもって、審議会における

審議事項とすることができる。 

（３）専門部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によって定める。 

（４）部会長は、部会を代表し、会議の議長となる。 

（５）部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会に属する委員のうちか

ら部会長があらかじめ指名する者がその職務を代理する。 

 

２ 専門部会の委員について 

（１）山形市男女共同参画推進条例第２６条第２項により、専門部会は、会長が指名する

委員をもって組織する。 

（２）会長が指名する委員は３人で組織する。 

（３）専門部会委員の任期は、この審議会委員の任期に従うものとする。ただし、再任を

妨げない。 
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資料１



 
 

参考資料 

 

山形市男女共同参画推進条例【抜粋】 

（苦情への対応） 

第１９条 市長は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共同参画の推進に影

響を及ぼすと認められる施策に関し、市民及び事業者等から苦情の申出を受けた場合は、適切

な措置を講ずるよう努めるものとする。 

２ 前項の場合において、市長は、必要があると認めるときは、次条の山形市男女共同参画審議

会の意見を聴くことができる。 

（所掌事項） 

第２１条 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 

（１）男女共同参画計画の策定及び変更に関すること。 

（２）市民及び事業者等から申出のあった苦情に係る措置に関すること。 

（３）前２号に掲げるもののほか、男女共同参画の推進に関し市長が必要と認めること。 

（専門部会） 

第２６条 審議会は、第２１条第２号に規定する事項について調査審議するため必要があるとき

は、審議会に専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、会長が指名する委員をもって組織する。 

３ 審議会は、その定めるところにより、専門部会の決定をもって審議会の決定とすることがで

きる。 

 

山形市男女共同参画推進条例に基づく苦情処理に関する事務取扱要領【抜粋】 

（申出に対する対応） 

第４条 市長は、申出を受け付けた場合は、次の各号により迅速に当該申出に対応するもの

とする。 

（１）男女共同参画センターと、受け付けた申出に関する施策を担当する課等その他関係課

等の協議を行うものとする。 

（２）次のアからウまでに該当する申出である場合は、速やかに審議会に当該申出に対する

対応について諮問するものとする。 

ア 大幅な予算上の措置を要する申出 

イ 制度、施策等の見直しを要する申出 

ウ ア及びイに掲げるほか、市長が特に審議会の意見を聴く必要があると認める申出 

（３）前号の諮問に対する審議会の答申を最大限尊重し、庁内の調整を図るものとする。 

（４）前３号の規定による対応の結果について、申出者に対し、当該申出の対応の内容につ

いて、申出対応通知書（別記様式第２号）により通知するものとする。 
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条例に基づいた苦情申出に関する対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申出書の受付後の対応 

男女共同参画センターで男女共同参画推進に関する苦情の申出書を受付後、対応を検討し

ます。 

また、申出の内容により施策担当課と調整・協議のうえ対応します。 

男女共同参画審議会への意見聴取を判断  

苦情の申出内容について、重要性や緊急性等について検討し、必要があるときは、企画調整

部長が男女共同参画審議会（専門部会）へ意見聴取の手続きを進めます。 

 
 
 

③重要性があるもの 

 

 

男女共同参画審議会（専門部会）での審議 

審議会は、市長の諮問に応じ意見の申出の対応につ

いて意見を述べます。対応にあたっては、第三者的な

立場での意見として、客観的で冷静な検討が求められ

ます。 

なお、審議会に専門部会を設置することで苦情の申

出について対応することとしており、専門部会の決定

に基づいて答申します。 

 

市の対応の調整と回答、審議会へ報告 

審議会の答申を受けた後、庁内で調整のうえ、申出者

へ回答書を送付します。なお、回答にあたっては、審議 

会の意見を最大限尊重します。 

また、対応内容については、後日審議会へ報告しま

す。 

 

①対応処理の軽微なもの 

②緊急性があるもの 

 

市の対応を調整 

市の対応について、庁内で調

整します。 

 

 

回答及び審議会へ報告 

申出者へ回答書を送付し、対

応内容について、後日審議会に

報告します。 

 

①対応処理の軽微なもの 

 

対応が多くの市民に影

響を及ぼすことがないも

のについては、事務の煩雑

化・長期化を防ぐため、庁

内で処理します。 

②緊急性があるもの 

 

申出の対応は、審議会へ

の諮問手続きなどで時間

がかかることから、緊急性

を要する事項の場合は、迅

速な対応のため庁内で処

理します。 

③重要性があるもの 

 

大幅な予算の措置、制度

や仕組み、施策について見

直し等を行う必要がある

ときは重要性があると判

断し、男女共同参画審議会

（専門部会）の意見を聴取

します。 
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山形市男女共同参画推進条例に基づく苦情処理に関する事務取扱要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、山形市男女共同参画推進条例（平成２５年市条例第２号。以下「条例」

という。）第１９条の規定に基づき、市民及び事業者等からの苦情の申出（以下「申出」とい

う。）に適切な対応を図るため、必要な事項を定めるものとする。 

 （対応可能な申出） 

第２条 市長が対応する申出は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共同

参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策に関するもののうち、次に掲げる事項に該当し

ないものとする。 

 ⑴ 判決、裁決により確定した事項 

 ⑵ 裁判所において係争中の事案に関する事項及び行政庁において不服申立ての審理中の事

案に関する事項 

 ⑶ 監査委員に住民監査請求を行っている事案に関する事項 

 ⑷ 議会に請願又は陳情を行っている事案に関する事項 

 ⑸ 専ら私人間の紛争の解決を目的としている事項 

 ⑹ 条例第２０条に規定する山形市男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）が既に判

断した事項 

 ⑺ 他の法令に基づき処理すべき事項 

 ⑻ 前各号に掲げるもののほか、市長が適当でないと認める事項 

 （申出の方法） 

第３条 申出は、苦情申出書（別記様式第１号）又は次に掲げる事項を記載した書面の提出に

より行うものとする。 

 ⑴ 申出を行う者（以下「申出者」という。）の住所及び氏名（法人その他の団体にあっては、

事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）並びに電話番号 

 ⑵ 市の施策に関する苦情の内容及び理由  

 ⑶  関係する市の部課等の名称 

 ⑷ 他の機関への相談等の状況 

 ⑸ 申出の年月日 

 ⑹ 申出者が市内に住所を有していない場合は、勤務する事務所若しくは事業所名又は在学

する学校名 
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２ 前項の書面の提出は、郵送、ファクシミリ及び電子メールにより行うことができる。ただ

し、特別の事情があると市長が認める場合は、口頭により申出を行うことができる。 

３ 申出は、男女共同参画センターで受け付けるものとし、男女共同参画センター以外の課等

に申出があったときは、当該課等は、速やかに当該申出を男女共同参画センターに引き継ぐ

ものとする。 

 （申出に対する対応） 

第４条 市長は、申出を受け付けた場合は、次の各号により迅速に当該申出に対応するものと

する。 

 ⑴ 男女共同参画センターと、受け付けた申出に関する施策を担当する課等その他関係課等

の協議を行うものとする。 

 ⑵ 次のアからウまでに該当する申出である場合は、速やかに審議会に当該申出に対する対

応について諮問するものとする。 

ア 大幅な予算上の措置を要する申出 

イ 制度、施策等の見直しを要する申出 

ウ ア及びイに掲げるほか、市長が特に審議会の意見を聴く必要があると認める申出 

⑶ 前号の諮問に対する審議会の答申を最大限尊重し、庁内の調整を図るものとする。 

⑷ 前３号の規定による対応の結果について、申出者に対し、当該申出の対応の内容につい

て、申出対応通知書（別記様式第２号）により通知するものとする。 

（申出者等への配慮） 

第５条 市長は、申出の処理に当たっては、当該申出の申出者（当該申出の申出者が、権利侵

害により被害を被った者と異なる場合にあっては、それぞれの者）に対し、当該申出をした

ことによってその者の利益を損なわないよう配慮するものとする。 

２ 市長は、苦情の申出の処理に当たっては、個人情報の保護に留意するものとする。 

（報告） 

第６条 市長は、申出の対応の内容等について、申出の対応後に開催される最初の男女共同参

画推進本部会議及び審議会に報告するものとする。 

附 則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 
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別記様式第１号(第３条関係) 

年  月  日  

苦情申出書 

 （宛先）山形市長  

 

(申出者)住所             

氏名             

電話番号(   )  ―      

  
(法人その他の団体の場合は、事務所の所在地、名称

及び代表者の氏名を記載してください。) 

 

 山形市男女共同参画推進条例第１９条の規定に基づき、次のとおり申し出ます。 

市の施策に関する

苦情の内容及び 

理由 

  

関係する市の部課等

の名称 
  

他の機関への相談等

の状況 

□ 相談している 

  相談先（                      ） 

  相談の状況及び結果 

□ 相談していない 

備 考   

※市外にお住まいで市内に在勤（在学）する方は、備考欄に会社名（学校名）及びその所在地を記

入してください。 

- 6 -



 
 

別記様式第２号(第４条関係) 

年  月  日  

 

申出対応通知書 

 

  

 

(申出者) 住 所             

(法人その他の団体の場合は、事務所の所在地) 

氏 名            

(法人その他の団体の場合は、名称及び代表者の氏名) 

電話番号(    )   ―      

山形市長              印 

 

     年  月  日付けで申出のあった件について、次のとおり通知します。 

申出事案   

対応内容   

備 考   
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令和６年度 男女共同参画事業報告 

 

１ 男女共同参画の推進 

（１）山形市男女共同参画審議会の開催  

男女共同参画施策の推進について審議するため、「山形市男女共同参画審議会」を開催。 

【第１回：６月１２日（水）、第２回：１２月１２日（木）】 

 

（２）山形市男女共同参画推進本部による推進 

第４次「いきいき山形男女共同参画プラン」を総合的に推進し、男女共同参画社会の実現を図るた

め、庁内に「山形市男女共同参画推進本部（本部長：副市長）」を設置し、施策の推進を図った。 

  ①男女共同参画推進本部会議の開催 

   【幹事会：８月１日（木） 本部会議：８月２９日（木）・書面開催】 

②第４次「いきいき山形男女共同参画プラン」の進捗状況調査 

令和５年度事業の取組状況の調査結果について、第１回男女共同参画審議会にて報告し、市ホーム

ページ、広報やまがた１２月１５日号で公表。（掲載内容は以下のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③市職員向け「男女共同参画ニュース」の発行 

職員の男女共同参画に対する理解を更に深めるため、庁内の情報ネットワークシステムを活用し、

男女共同参画に係る情報（男女共同参画週間、一行詩募集、男性職員の育休取得割合など）につい

て、６月、１２月、３月に配信。 

 

（３）市民団体との連携推進 

男女共同参画のまちづくりに向けて活動する市民団体の育成と団体の相互交流の促進を図った。 

①女性団体の育成 

市民や行政との連携を図り、「男女共同参画のまち山形」の実現を目指して活動する女性団体に 

運営費を補助 

・山形市女性団体連絡協議会運営費補助金 ６００千円 

 

令和５年度 目標値

年度 数値 数値 令和８年度

県外から市への転入者－ 市か ら県 外へ の女 性転

出者数
Ｒ２ △321人 △671人 ０人

令和５年度 目標値

年度 数値 数値 令和８年度

市の審議会等委員に占める女性委員の割合 30.0% 27.5% 40%

（うち行政機関等の充て職を除いた女性委員の割合） (35.3%) (33.1%) (50%)

山 形県 防災士養 成講 座を 受講 し、防災 士資 格を

取得した女性の数（市在住者）
Ｒ２ ５人 18人 11人

男性の家事・育児・介護等への参加を促 す講 座お

よび事業所対象のワ ーク・ラ イフ ・バ ランス等 出前

講座実施回数

Ｒ２ ４回 ６回 ４回

令和５年度 目標値

年度 数値 数値 令和８年度

男 女 共 同参画セ ンターが 実施 した 小中 学生 向け

出前講座「いのちの学習」の実施校
Ｒ２ ４校 ７校 ５校

基本目標Ⅰ【男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり】

基本目標Ⅱ【あらゆる分野での男女共同参画の実現】

基本目標Ⅲ【安全・安心な暮らしの実現】

指　標　名
プラン策定時の状況

指　標　名
プラン策定時の状況

Ｒ２

指　標　名
プラン策定時の状況
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資料２



 

 

②ファーラ市民企画講座の実施 

男女共同参画社会実現を目的とする内容の事業を行う市民団体に対し、講座の広報、経費等の支援

【申込２団体・採択２団体】 

  

 

 

 

 

 

（４）山形連携中枢都市圏連携事業による広域活用 

村山地域７市７町による圏域全体で、男女共同参画意識の高揚に向けた啓発の充実を図った。 

・ファーラ利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 男女共同参画計画の推進 

（１）公民連携による女性人材育成事業「まち、わたし、きらめく Women's Campus山形」 

①トークイベント＆事前説明会 

 

 

 

 

 

②探究型ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演

㈱Will Lab 代表取締役 小安 美和 氏 コーディネーター：小安 美和 氏

（内閣府共同男女参画推進連携会議有識者議員） パ ネ リ ス ト ： ㈱資生堂 人財本部副ＣＰＯ 芦田 恵美子 氏

“女性活躍のその先へ” スズキハイテック㈱  代表取締役 鈴木 一徳 氏

～男性も女性も働きやすく働きがいのある企業に向けて～ ㈱ジョイン 専務取締役 武田 靖子 氏

 山形市 井上副市長

パネルディスカッション

【開催日：５月２９日（水）　会場：山形ビッグウイング　参加者：１０４名、３２社・団体】

寒河江市 上山市 村山市 天童市 東根市 尾花沢市 山辺町 中山町 河北町 西川町 朝日町 大江町 大石田町 合計

登録団体数（新規） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

講座受講者数 6 8 6 14 4 5 3 2 3 3 0 0 1 55

託児人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般相談件数 1 9 3 0 0 0 4 23 2 0 0 0 2 44

法律相談件数 5 3 0 3 2 0 0 0 3 1 1 0 0 18

貸館利用団体数 0 0 3 30 6 0 0 7 0 0 0 2 0 48

図書カード作成人数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

図書貸出人数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

利用者計 12 22 12 48 12 5 7 32 8 4 1 2 3 168

内容 講師 実施日 補助額(円)

山形大学理学部教授 横山 潤 氏

月山ﾏｲｽﾀｰ 小林 孝一 氏

NPO法人ｴｺﾌﾟﾛ理事長 白田 孝人 氏

月山ﾏｲｽﾀｰ 今野 美佳 氏

1

2

50,000

団体名

48,705山形大学月山マイスターの会
月山マイスター講座「○○が語る

月山の魅力」

１２月１日(日)

１２月８日(日)

映画で男女共同参画を考える会
映画で考える多様な「性」表現と

共生社会パート３

認定NPO法人山形国際ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映画祭

理事 桝谷 秀一 氏
１１月２４日(日)

日時 内容 参加者

6月27日(木)
・自己紹介ワーク　・課題意識の共有

・ビューティーセッション（資生堂ジャパン㈱提供）
10名

7月25日(木)
・個人＆グループワーク

・令和５年度参加者との対話
10名

8月22日(木)

～23日(金)

・ＴＯＫＹＯスタディトリップ

　①女性活躍先進企業への訪問、社員とのディスカッション 【訪問先】㈱カゴメ

　②社会課題解決に取り組む企業からの講演　【講演】㈱Ridilover

9名

9月26日(木)
・グループワーク

・山形市職員との対話
9名

10月24日(木) ・グループワーク 9名

11月～1月 ・各グループによるAction

1月30日(木)

・ミートアップ・交流会

　令和４・５年度参加者によるグループ６組が、これまでの活動の取組で得た学びを活かした

活動の成果を発表し、また、市民の方及び令和６年度参加者と交流を行った。

38名

2月26日(水)

・活動発表会

　令和６年度参加者各グループ活動の経緯や成果を共有し、得られた学びや課題を再認識す

ることにより、事業参加女性の人材育成効果を高める

26社/団体

86名
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  ③令和４年度・５年度参加者への継続支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市の審議会等委員への女性の参画推進 

政策・方針の意思決定過程での女性の参画を進めるため、市の審議会等委員に占める女性委員の割

合を４０％（関係行政機関・市議等の委員を除いた女性委員の割合を５０％）を目標値とした。 

①女性委員の参画状況確認 

選任・改選時期が近づく審議会等については、「チェックシート」を活用し、女性委員の選任等に

向けた意識付けを図った。（令和７年３月３１日現在 女性委員の比率 ２８．４％） 

・参画率の推移                        ※基準日：３月３１日現在 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年３月３１日現在 審議会等委員内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性活躍推進
グループ

産婦人科医師による働く女性の健康管理セミナー 100 名

山形夢叶プロ
ジェクト

山形に暮らす女性が、自己実現に向かって意欲的に行動できるための
セミナー

5 名

こめラボ
食育イベント
～食材（いのち）をいただくことの大切さを知るために～

120 名

独フェス

実行委員会
若者のニーズに合った大規模婚活イベント 159 名

Ｆｏｒ ｍｅ
方眼ノートを活用したタスク管理
～忙しい女性がやりたいことを叶えるために～

20 名

Ｃｏｌｏｒｅ
女性が自信を持って経営にかかわるためのマインドセット研修

広報業務をパワーアップするためのアプリ開発研修
13 名

参加者

ＯＲＡＤＡ 男性向けの魅力アップセミナー 24 名

グループ名 内容

× ↗

× ↗

× ↘

計（市長除く） 668 478 190 40% 28.4%

（充て職等除く：区分Ａ＋Ｂ） 498 335 163 50% 32.7%

☆区分について、Ａ…市の裁量あり　Ｂ…市の裁量は及びにくいが、女性推薦を働きかける　Ｃ…市の裁量なし

↗

↘×

28.3%

14.1%

17.3%

672 482 190 40%

10

市議・市職員 98 81 17

計

33.3%

166 82
50% 32.4%

2
50%

関係団体等 174 120 55

関係行政機関
Ｃ

71 62

4 0

×

知識・経験を有
する者

（担当部署による選
任）

76 49 24

（各団体等への依
頼による選任）

Ｂ
249

公募
Ａ

2 0

女性委員割合委員の内訳 区分☆ 計(人) 男性(人) 女性(人) 目標値※

市長 Ｃ 4

調査年 審議会総数
女性委員
を含む

審議会数

女性委員
を含む審議会
比率（％）

委員総数
（人）

うち
女性委員
（人）

女性委員
の比率（％）

Ｒ２ 38 38 100 648 202 31.2

30.0

(35.3)

29.8

(33.8)

662 179 27.0

(495) (163) (32.9)

662 182 27.5

(495) (164) (33.1)

668 190 28.4

(498) (163) (32.7)
Ｒ７ 40 37 92.5

※かっこ内は委員のうち関係行政機関・市議・市職員を除いた数値

Ｒ５ 38 38 100

Ｒ６ 39 37 94.9

197

Ｒ３ 38 37 97.4 649 195

Ｒ４ 38 37 97.4 658
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・女性委員比率別審議会一覧（令和７年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（関係行政機関・市議等除く）女性委員比率別審議会一覧（令和７年３月３１日現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③女性人材バンクの活用 

   審議会等の委員や研修会の講師等として活用していただく女性人材の整備と庁内へ情報提供を実施 

    登録者数：６９名、活用件数：延べ８２件、各課照会件数：４件 

    【※参考・Ｒ５実績 登録者数：６４名、活用件数：延べ５４件、各課照会件数：２件】 

 

（３）男女共同参画意識の啓発 

①情報紙「ファーラ」の発行 

男女共同参画に係る様々な情報を広く提供するため、３月に発行 

 

 

 

 

 

女性委員
比率

審議会数 審議会の名称（順不同）

４０％
以上

１３
(32.5%)

・男女共同参画審議会　　・男女共同参画センター運営委員会
・消費生活審議会　　・個人情報保護制度運営審議会
・情報公開・個人情報保護審査会　　・環境審議会
・清掃問題審議会　　・働く女性の家運営委員会
・子ども・子育て会議 ・森林整備推進協議会 ・開発審査会
・総合学習センター運営協議会　　・市立図書館協議会

４０％
未満

２７
(67.5%）

・行政不服審査会　　・指定管理者選定評価審査委員会
・防災会議　　・国民保護協議会　　・文化財保護委員会
・郷土館運営協議会 ・スポーツ推進審議会 ・住居表示委員会
・交通安全対策会議　　・国民健康保険運営協議会
・小児慢性時特定疾病審査会　　・予防接種健康被害調査委員会
・感染症診査協議会　　・社会福祉審議会　　・民生委員推薦会
・老人ホーム入所判定委員会　　・介護認定審査会
・障害支援区分判定審査会  ・公設地方卸売市場取引委員会
・都市計画審議会　　・景観審議会　　・建築審査会
・水防協議会　　・自転車等駐車対策協議会　　・社会教育委員
・青少年問題協議会　　・少年自然の家運営協議会

女性委員
比率

審議会数 審議会の名称（順不同）

５０％
以上

９
(22.5%)

・男女共同参画審議会　　・男女共同参画センター運営委員会
・郷土館運営協議会　　・消費生活審議会
・個人情報保護制度運営審議会　　・環境審議会
・働く女性の家運営委員会　　・森林整備推進協議会
・市立図書館協議会

５０％
未満

３１
(77.5%)

・行政不服審査会　　・指定管理者選定評価審査委員会
・防災会議　　・国民保護協議会　　・文化財保護委員会
・スポーツ推進審議会　　・住居表示委員会
・交通安全対策会議　　・情報公開・個人情報保護審査会
・国民健康保険運営協議会　　・小児慢性特定疾病審査会
・予防接種健康被害調査委員会　　・感染症診査協議会
・清掃問題審議会　　・社会福祉審議会　　・民生委員推薦会
・老人ホーム入所判定委員会　　・介護認定審査会
・障害支援区分判定審査会　　・子ども・子育て会議
・公設地方卸売市場取引委員会　　・都市計画審議会
・開発審査会　　・景観審議会　　・建築審査会
・水防協議会　　・自転車等駐車対策協議会
・総合学習センター運営協議会　　・社会教育委員
・青少年問題協議会　　・少年自然の家運営協議会

発行部数 ３，６００部

配置場所 市庁舎、各公民館・コミセン、市立図書館、霞城セントラル、子育てランドあ～べ等

送付箇所 従業員５人以上の市内事業所、市内小中学校、男女共同参画関係機関等
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②小・中学生用男女共同参画学習資料の配布 

市内の小学１年生、４年生、中学１年生を対象と、各学校へ５月に配布し、活用促進を図った。 

 

 

 

 

 

（４）働きやすい職場づくりのための啓発 

①広報やまがたにおける事業所の紹介「未来をひらく人と企業」 

 

 

 

 

 

②イクボス制度の啓発 

③山形市役所管理職によるイクボス宣言の実施 

④山形市役所内での「イクメン応援全力プラン」の実施 

 

（５）ＤＶ防止及び支援対策 

①ＤＶ防止の啓発 

「女性に対する暴力をなくす運動」週間（１１月１２日～２５日）に関する取組 

 

 

 

 

  ②ＤＶ防止講座の開催 

   ＤＶの予防につなげるため、市民向けの講座を開催 

 

 

③ＤＶ対策庁内連絡会議の開催【６月２０日(木)】 

住所閲覧防止届出に関する管理や全国における情報漏洩の事例紹介などを行い、関係課等で連携し

てＤＶ防止に努めるとともに、ＤＶ被害者に対する適切な支援を行うことを再確認 

④相談窓口担当者研修会の開催 

ＤＶ被害者からの相談を受ける市職員のスキルアップを図るため、専門家による研修会を開催 

 

 

 

  ⑤相談実績（市窓口等における相談） 

 

 

 

 

 

内容 講師 受講者開催日

１２月１１日 (水)
身近に潜む暴力

”モラルハラスメント”を知る
９名弁護士　土田　文子　氏

内容 講師 受講者

公社やまがた被害者支援センター

犯罪被害相談員・公認心理師

片山　枝美　氏

開催日

１２月１０日 (火) ２７名
ＤＶや性犯罪等に関する知識や相談
に係る技術を学ぶ

・市内高校・専門学校・大学等にＤＶ防止リーフレットとデートＤＶ相談窓口カード入りポケットティッシュ配付

・期間中、市職員管理職によるパープルリボン着用

・山形市女性団体連絡協議会会員によるデートＤＶ相談窓口カード入りポケットティッシュ配付

　　　【１１月１３日（水）　山形駅東西自由通路】

・ＤＶ防止啓発パネルの展示（市役所１階エントランスホール、男女共同参画センター４階）

２９４件 対前年比 △６件

２２８人 対前年比 △１０人

男性 ２３人 対前年比 ０人

女性 ２０５人 対前年比 △１０人

相談人数

内訳

相談件数

掲載企業 担当課

４月１日号 東北電化工業㈱ 男女共同参画センター

６月１日号 第一貨物㈱ 働きやすさ追求室

８月１日号 ㈱ジョイン 男女共同参画センター

１０月１日号 ㈱ハッピージャパン 働きやすさ追求室

１２月１日号 スズキハイテック㈱ 男女共同参画センター

２月１日号 ㈱ヤマコー 働きやすさ追求室

令

和

６

年

度

発行号

小学１年生 小学４年生 中学１年生

「きらり　かがやいて」のみで授業を行った ５２％ ４１％ ２５％

授業以外（朝の会など）で活用した ３１％ ２４％ １３％

配布のみ １７％ ３２％ ５６％

その他 ０％ ３％ ６％

活用の場面

活
用
状
況
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（６）性の多様性に関する理解促進への取組み 

①教職員及び市民を対象とした性の多様性に関する理解促進講座の実施 

 ・教職員向け 

 

 

 

   ・市民向け 

 

 

 

②リーフレット等による周知啓発 

③性の多様性に関する図書コーナーの充実、パネルの展示 

  関連図書蔵書数：９６冊 

④中学生を対象とした性の多様性に関する学習機会の充実（再掲） 

⑤性的マイノリティーに関する実態把握 

  ⑥カラフルパレードへの後援・参加 

 

３ 男女共同参画宣言都市事業 

（１）男女共同参画に関する「一行詩」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）男女共同参画宣言都市関連事業 

①男女共同参画週間（６月２３日～２９日）にあわせたパネル展示 

 道の駅やまがた蔵王、男女共同参画センター４階 

②男女共同参画宣言都市記念講座の開催 

 

 

 

③法律相談「女性の権利１１０番」 

    

 

 

 

 

内容 講師 受講者

オンライン
２２名

開催日

１２月１９日 (木)
当事者が学校生活において直面する
課題

性的マイノリティ当事者

内容 講師 受講者

山形大学人文社会科学部

　教授　池田　弘乃 氏

開催日

３月７日 (金)
学ぼう！性の多様性
～誰もが安心して暮らせる社会へ～

２１名

募集期間

大学・一般の部　： １２７作品

中学・高校の部　： ６８７作品

審査会 ８月開催

（審査員）柿﨑　悦子 山形大学ダイバーシティ推進室准教授

須藤　克郎 山形市立桜田小学校校長

塩野　優子 山形市女性団体連絡協議会副会長

大学・一般の部　： 最優秀１、優秀２、入選５

中学・高校の部　： 最優秀１、優秀３、入選１０、佳作８

表彰式

入賞作品
広報やまがた、市ホームページへの掲載のほか、作品集、ポスターを作成し、広く
周知

６月３日（月）～７月３１日（水）

　　　　　企画調整部長、男女共同参画センター所長

応募総数

入賞数

１０月２６日（土）　山形市総合福祉センター　２階交流ホール

内容 講師 受講者

紫式部の女性論 東北文教大学短期大学部
―作品と人生から考える― 名誉教授　熊谷　義隆　氏

開催日

６月２８日 (金) ４５名

実施日 場所 相談体制 相談者

面談：６件

電話：４件
６月２５日（火） 男女共同参画センター４階 県弁護士会所属弁護士３名
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４ 男女共同参画センター事業 

（１）学習事業 

①自主企画講座の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②出前講座の実施 

・小中学校向け出前講座「いのちの学習」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 内容 講師

山形県立保健医療大学

教授　菊地　圭子　氏

山形県立保健医療大学

教授　菊地　圭子　氏

山形県立保健医療大学

教授　菊地　圭子　氏

山形県立保健医療大学

教授　菊地　圭子　氏

山形県立保健医療大学

教授　菊地　圭子　氏
６７名２月２０日 (木) 第七小

大人に近づくからだ、思春期

の身体の変化や心の変化
４年生

(水)２月５日

２４名１年生いのちの大切さについて第八中(水)１月２９日

１５名３・４年生助産師　山田　冨士子　氏新しい生命の誕生蔵王第二小

１月２７日 (月) ３３名助産師　荒井　眞知子　氏 ２年生第一小
自分自身の成長に関わっ
た人達に対する感謝

１０月３日 (木) 性の健康教育 １６２名

１１月２２日 (金) １０７名

３年生

５年生助産師　荒井　眞知子　氏

金井中

滝山小 いのちの学習

９月９日 (月) いのちの学習 １９名

９月１５日 (木)
いのちの誕生やつながり
等

本沢小

明治小

３・４年生

３・４年生助産師　荒井　眞知子　氏 １３名

実施日

６月５日 (水) ４３３名

７月２６日 (金) １２８名第九中 ２年生

受講者

全学年
多様な性のありかたを知る、

自分の生き方・愛し方
第一中

助産師　荒井　眞知子　氏
男女の性差、性情報との向

き合い方など

日時 内容 講師

２２名

うちｵﾝﾗｲﾝ １名

１８名

うちｵﾝﾗｲﾝ ４名

１９名

うちｵﾝﾗｲﾝ ２名

７組

１６名

８組

１７名

１５組

３２名

６組

１４名

４１名

うちｵﾝﾗｲﾝ ４名

ＤＶ防止

育児サーク

ル研修会

健康

2月17日(月)

1月26日(日)

【再掲】

１４名

２８名

１７名

２７名

10月28日(月)

7月19日(金) いつまでも動ける体を作る

～タキミカ体操®～

株式会社パワーエイジング

代表取締役社長　中沢　智治 氏

（ＳＵＫＳＫマイスター）

8月17日(土)

11月10日(日)

2月15日(土)
父と子の走り方講座

～パパと一緒に楽しく走ろう～

山形市男女共同参画センター

主査　大石　唯

イクメ

ン・イク

ジイ

【再掲】
男女共同都

市宣言

性の多

様性
【再掲】

健康は食事から

～今日から始めるフレイル予防～

山形大学地域教育文化学部准教授

楠本　健二 氏

「マッキー先生、おしえて！足の健康」

～いつまでも自分の足で歩ける足づくり～

大場マッキー広美 氏

（ＳＵＫＳＫマイスター）

フィットネスインストラクター

小林　恵理子 氏

ピラティスでゆがみ改善

～しなやかなからだづくり～
10月20日(日)

山形県立保健医療大学

教授　遠藤　恵子 氏
０歳から始める性教育

乃し梅本舗佐藤屋

八代目　佐藤　慎太郎 氏
12月21日(土)

和菓子職人体験

～伝統からクリスマス風まで～

楠本社会保険労務士事務所

楠本　香織 氏

組織におけるアンコンシャスバイアスがもた

らす影響

１１名

山形県環境科学研究センター

安藤　昭 氏

アクションチームラビット

代表　佐藤　陽介 氏

空き箱で空気砲を作ろう！

～パパ・おじいちゃんとリサイクル工作～

資生堂ジャパン株式会社

ソーシャルエリアパートナー　佐藤　真理子 氏

エンパ

ワーメン

ト

9月24日(火)
男女共

同参画

内閣府避難生活支援アドバイザー／山形県

自主防災アドバイザー　細谷　真紀子 氏

被災地に学ぶ女性の視点を活かしたおうち

の防災～家族みんなではじめよう！～

パパも一緒にヒーロー体験

東北文教大学人間科学部

教授　阿部　裕美 氏

受講者

11月9日(土)

身だしなみを整えてコミュ力アップ！（メンズ

編）～簡単スキンケア＆美眉・スタイリング

のコツ～

ギャップ対処法でココロを軽く！

～多様性の時代のマインドを考える～
3月18日(火)

8月10日(土)

女性学
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・企業・事業所向け出前講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ファーラ市民企画講座の実施（再掲） 

 

（２）市民活動支援事業 

①ファーラ市民企画講座（再掲） 

②貸館（貸室）事業実績 

 

 

 

 

 

 

（３）相談事業 

  ①一般相談（女性カウンセラーによる心の健康、夫婦、親子に関する相談） 

【実施日等】開館日毎日、週２７時間、予約制            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性（人） 女性（人）

令和４年度 ６，１３２ １，９６３ ４，１６９

令和５年度 ５，６１４ １，５８３ ４，０３１

令和６年度 ６，７８０ １，８９２ ４，８８８

年度 利用者数（人）

男性（人） 女性（人）

令和４年度 ３９１ ２２１ ３９ １８２

令和５年度 ４９０ ２６６ ４７ ２１９

令和６年度 ５２３ ２９５ ４２ ２５３

年度 相談件数（件） 相談人数（人）

派遣先 内容 講師 受講者

産業カウンセラー

斉藤　弘美　氏

ライフスタイルクリエイター

安孫子　ゆみえ　氏

フリーアナウンサー

前川　孝子　氏

産業カウンセラー

斉藤　弘美　氏

社会保険労務士

太田　佳代　氏

ライフスタイルクリエイター

安孫子　ゆみえ　氏

社会保険労務士

森谷　智子　氏

社会保険労務士

太田　佳代　氏

産業カウンセラー

斉藤　弘美　氏

ライフスタイルクリエイター

安孫子　ゆみえ　氏

社会保険労務士

森岡　史子　氏

社会保険労務士

森谷　智子　氏

社会保険労務士

二瓶　里恵　氏

３４名

実施日

６月１２日 (水) ㈱サンコー食品
ハラスメントの基礎知識と
予防

ホクシア㈱
中間管理層向けのｺﾝﾌﾟﾗ
ｲｱﾝｽの基礎知識や事例等

１３名

１００名

６月２１日 (金) みはらしの丘児童クラブ
一般的なｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ向上

１５名

６月２１日 (金) ㈱ヤガイ ハラスメント

(木) 一財）山形県消防協会 パワハラ・セクハラ

３０名

７月１９日 (金)
南山形小学区杉の子クラ
ブ

職員コミュニケーションス
キル向上

１５名

７月２６日 (金) 山形工業団地組合 ハラスメント防止対策

５１名７月１１日

７月７日 (日)
日本薬局協励会山形支
部

コミュニケーションスキル
向上

２５名

一財）山形市上下水道技
術センター

コミュニケーションスキル
向上

３２名

１０月２３日 (水)
東ソー・スペシャリティマ
テリアル㈱

管理職向け円滑な人間関係を

築くためのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ向上
２３名

２４名

１１月２０日 (水) ㈱クリーンシステム
男性の育児休業、子の看
護休暇等の取得促進

１３名

１０月２４日 (木)
東日本高速道路㈱東北
支社 山形管理事務所

ハラスメント防止

１１月１１日 (月)
税理士法人霞城会計事
務所

働きやすい職場環境の作
り方

２２名

１０月２９日 (火)

８月３１日 (土)
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②法律相談（弁護士による離婚、相続、損害賠償等に関する各種相談） 

【実施日等】毎月第２・第３・第４金曜日、１６時～１８時、予約制 

 

 

 

 

 

③女性の健康相談（助産師による女性の思春期から更年期までの身体と心の相談） 

  【実施日等】随時 

 

 

 

（４）生理用品の無償配付 

    経済的な理由などで生理用品の購入が困難な市内在住の女性に無償で配付した。 

    ・配付方法 男女共同参画センター窓口への申し出による 

     

 

 

 

（５）情報収集提供事業 

図書、ＤＶＤ、全国男女共同参画関連施設情報誌等の収集・提供 

 

 

 

 

 

（６）交流事業 

    男女共同参画センター４階の交流コーナーを開放 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞男女共同参画センター利用状況 

 

 

 

 

 

※講座受講者（出前講座受講者除く）・貸館利用者・相談利用者・交流コーナー利用者の合計 

男性（人） 女性（人）

令和４年度 １１１ ５４ ５９

令和５年度 １１１ ３７ ７４

令和６年度 １２９ ４１ ８８

年度 相談人数（人）

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

相談件数（件） ６４ ４５ ３２

人数（人） 冊数（冊）

令和４年度 ５，１７２ ６８ １１３

令和５年度 ５，２４０ ６９ １１８

令和６年度 ５，２３９ ６６ １３７

貸出実績
年度 蔵書数（冊）

男性（人） 女性（人）

令和４年度 １，５７９ ６５９ ９２０

令和５年度 ３，５５１ １，８３７ １，７１４

令和６年度 ５，２８７ ２，５３１ ２，７５６

年度 利用者数（人）

男性（人） 女性（人）

令和４年度 ８，５１４ ２，７８６ ５，７２８

令和５年度 １０，１６７ ３，７３４ ６，４３３

令和６年度 １２，９８９ ４，６８９ ８，３００

年度 利用者数（人）

令和４年度

（８月～３月）

配付件数（件） ２６ ７３ １０９

年度 令和５年度 令和６年度
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資料３
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ー　広報やまがた令和７年４月１日号より抜粋　－
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令和７年度事業計画 

 

１ 男女共同参画の推進 

（１）山形市男女共同参画審議会の開催 

（２）山形市男女共同参画推進本部による推進 

令和６年度における第４次プランの進捗状況については、別紙のとおり 

（３）次期男女共同参画プラン策定に向けた取り組み 

令和９年度からの次期男女共同参画プラン策定に向け、市民や企業の方にヒアリングや実態

調査を実施。調査結果等について、第２回審議会にて報告。 

（４）市民団体との連携推進 

（５）山形連携中枢都市圏連携事業による広域活用 

育児休業を取得した市男性職員及びその上司のインタビュー動画を作成に向け、調整中。 

作成後、圏域内市町職員向けに配信。 

 

２ 男女共同参画計画の推進 

（１）公民連携による女性人材育成事業「まち、わたし、きらめく Women's Campus山形」 

・女性リーダー育成事業 

 リーダーとしての資質・マネジメント能力向上プログラム（全４回のセミナー） 

・若年女性地元定着促進事業 

 女子高校生を対象とした地域課題解決の探究型プログラム（全４回のワークショップ） 

・女性活躍推進プロジェクト支援事業 

 女性活躍など、地域課題の解決を目指す活動に対する支援（１～３期生参加者も含む） 

（２）市の審議会等委員への女性の参画推進 

（３）男女共同参画意識の啓発 

広報・啓発活動のツールとして、４月～インスタグラム開設  

（４）働きやすい職場づくりのための啓発 

（５）ＤＶ防止及び支援対策 

（６）困難な問題を抱える女性への支援 

（７）性の多様性に関する理解促進への取組み 

 

３ 男女共同参画宣言都市事業 

（１）男女共同参画に関する作品募集 

男女共同参画に関する一行詩について、８月以降募集を開始し、原則、応募作品すべてを

ホームページ等で周知予定。なお、表彰式開催・副賞贈呈なし 

（２）男女共同参画宣言都市関連事業 
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４ 男女共同参画センター事業 

（１）学習事業 

   ①自主企画講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②小・中学校向け出前講座 

１０校で実施 

【第四小、鈴川小、千歳小、楯山小、東沢小、南山形小、みはらしの丘小、西山形小、     

第二中、蔵王第一中】 

   ③企業向け出前講座 

募集期間：４月１日～１２月２６日 

実施予定：１０社・団体        （参考：５／２６現在 ７社・団体より申込有） 

（２）市民活動支援事業 

４月～登録団体用の活動等掲示パネルの設置（４階交流コーナー） 

（３）相談事業 

・４月～法律相談実施日を金曜日から水曜日に変更 

・男女共同参画週間の期間中である６月２７日（金）に県弁護士会と共催し「女性の権利  

１１０番」を実施 

（４）生理用品の無償配付 

（５）情報収集提供事業 

（６）交流事業 
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第４次プラン評価指標及び進捗状況（令和６年度） 

基本目標  指 標 名 
プラン策定時の状況 令 和 ６年 度 目標値 

年度 数値 数値 令 和８年 度 

基本目標Ⅰ 

男 女 共 同 参

画 社 会 の 実

現 に 向 け た

基盤づくり 

1 社会全体で男女平等と思う人の割合 R 元 16.6％  25% 

2 
社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感

じる人の割合 
R 元 77.7％  50% 

3 男女共同参画センター会議室等利用率 R 元 63.4％ 50.6％ 65% 

4 
男女共同参画学習資料を活用した学級の割

合 
R２ 98.1% 100.0% 100% 

5 
県外から市への女性転入者数－市から県外

への女性転出者数 
Ｒ２ －321 人 ー558 人 0 人 

基本目標Ⅱ 

あ ら ゆ る 分

野 で の 男 女

共 同 参 画 の

実現 

6 

市の審議会等委員に占める女性委員の割合 

（うち行政機関等の充て職を除いた女性委員の

割合） 

R２ 
30.0％ 

(35.3%) 

28.4% 

(32.7％) 

40% 

(50％) 

7 女性人材バンク登録者数 R２ 75 人 69 人 100 人 

8 女性人材バンク年間活用件数（※１） R 元 73 件 82 件 100 件 

9 
市における女性管理職の割合（課長相当職

以上） 
R３ 19.5％ 21.7％ 30% 

10 
市内事業所における女性管理職の割合（課

長相当職以上） 
R 元 12.6％  21％ 

11 
山形県防災士養成講座を受講し、防災士資

格を取得した女性の数（市在住者） 
R２ ５人 24 人 11 人 

12 市内事業所における男性の育児休業取得率 R 元 20.9％  30％ 

13 
男性も育児・介護休業が取れることは賛成

だが、実際は取りづらいと思う人の割合 
R 元 69.6%  50% 

14 

男性の家事・育児・介護等への参加を促す

講座及び事業所対象のワーク・ライフ・バ

ランス等出前講座実施回数（※２） 

R２ 4 回 5 回 4 回 

- 
男性の 1 日平均家事時間 0 分の割合 

（モニタリング指標※3） 
R 元  3.6％   

基本目標Ⅲ 

安 全 ・ 安 心

な 暮 ら し の

実現 

15 ＤＶ相談窓口を知っている人の割合 R 元 73.8％  80% 

16 ＤＶ被害を相談した人の割合（※4） R 元 20.7％  50% 

17 
小中学生向け出前講座「いのちの学習」の

実施回数（※２） 
R２ 4 校 10 校 5 校 

18 健康講座の実施回数（※２） R２ 4 回 4 回 4 回 

19 
市内中学校・高等学校における女子生徒の

選択制服（スラックス）の導入校の割合 
R３ 62.1％ 96.4％ 100% 

- 
山形市における DV 相談件数 

（モニタリング指標※５） 
R２ 320 件 294 件  

※1 算出式 審議会への活用件数 ＋ 委員会等への活用件数 ＋ 講師等への活用件数 
※2 男女共同参画センターが実施する講座の回数 
※3 第 3 次プランで目標達成したため、数値目標は設定しないが、状況把握のためモニタリン

グ指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 
※4 算出式 配偶者からのＤＶ被害経験ありと答えた人の割合 － 相談状況で「どこにも相談しなかっ

た」と答えた人の割合 － 相談状況で「無回答」の人の割合 
※5 ＤＶ相談受付件数の増減が、必ずしもＤＶ被害の増減と一致するとは言えないため、数値目標は設定

しないが、状況の把握のために、モニタリング指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 
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